
　駆除の方法がわからない場合、税務住民課生活環境グループにお問い合わせください。
　ただし、個人の住居および敷地内のスズメバチの巣の駆除作業については役場では行っていませ
んので、次の方法で対応をお願いしています。

自ら駆除を行う場合
　費用：無料　役場で防護服の貸し付けおよび薬剤の無償提供があります。
有料駆除に対する助成
　��町内の指定業者により駆除を行った場合１件 5,000 円を助成します。ただし、同一敷地内に巣が２個

以上あっても１件とします（事業用は除く）。駆除後、30 日以内に役場窓口で申請してください。
駆除料金
　基本料金　11,000 円（税込）　※自ら駆除できない場合
　　※基本料金のほか、壁の中や床下、天井など作業が難しい場所では別途料金が生じます。

【町内の指定業者】
業　者　名 住　　　所 連　絡　先 営業時間・定休日

有限会社宮下工務店 早来栄町96番地１ ☎ ㉒ 3611 ８時〜17時・無休
有限会社上田建設 早来栄町165番地２ ☎ ㉒ 2176 ８時〜17時・日祝祭日

問合せ　税務住民課生活環境グループ　☎ ㉒ 2940
　　　　住民サービス課住民サービスグループ　☎ ㉕ 2411
　　　　※防護服の貸出は住民サービス課でも行っています。事前に電話で確認をお願いします。

スズメバチが出入りしている巣を見つけたら

ペットボトルを利用した蜂の巣の予防対策
　①�ペットボトルに、右図のように３センチ角の凵型穴を開けます（２か所ほど作

成。２ℓ、1.5ℓ可）
　②実線部分を凵型に切り点線部分を折り曲げます
　③ペットボトルに誘引剤を入れよく混ぜます
　④ペットボトルの口に紐か針金をつけ、１～３ｍくらいの木の高さに設置します

拡大図

誘引剤の作り方（２リットル用の分量)
　�焼酎300ml（焼酎がなければ日本酒やオレンジジュースでも代用可）、水150ml、砂糖小さじ３杯程

度をペットボトルに入れ、よく混ぜる。
設置の際の注意事項
　・�人通りが少なく子どもの手が届かない場所等を選び、誘香液の蒸発を防ぐ日陰に設置してください。

以前スズメバチが巣を作った場所は効果的ですが、捕まらないときは場所を変えてみましょう。
　・�設置や撤去は安全のためスズメバチが活動しない早朝か夜間に行ってください。設置の際にスズメバ

チが寄ってくる場合があるのでふたには最初ガムテープなどをし、離れる際に再び開けましょう。
取替・撤去の注意事項
　トラップ内に多くのスズメバチが入ると、死がいの上で生きている場合があることや死んでいても素
手でスズメバチを触ると針が刺さる場合があるので注意してください。

　５月から６月にかけて、スズメバチの女王バチは冬越しから目覚め、巣作りのために樹木へやっ
てきます。スズメバチは大変危険性が高いため、早目の処置を心がけましょう。

スズメバチの駆除について

問合せ　税務住民課生活環境グループ　☎ ㉒ 2940
　　　　住民サービス課住民サービスグループ　☎ ㉕ 2411
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